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２０１０年５月２日(日) ひょこむカフェ

関西学院大学非常勤講師
インフォミーム株式会社代表取締役

はりまスマートスクールプロジェクト理事長
総務省地域情報化アドバイザー

博士(環境人間学) 和﨑 宏

第一回博士学位請求論文読書会

『地域ＳＮＳによる地域情報化に関する研究』
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研究の概要

人的つながりや共同体意識の希薄化の拡大

地域の活力や安全性の低下

情報通信技術によるコミュニケーションの高度化

地域課題解決のための情報基盤の創造
地域情報化

地域ネットワークに関する分散知統合の考察

政策や事例の整理／地域情報化の再定義

地域ＳＮＳを利用した情報化の実証的な研究

社会的課題

地域課題解決のための地域情報化の再定義

住民の能動性や主体性・自律性の顕在化

理論の構築
実証的研究

検証と結論
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研究の目的

１．地域情報化に関する従来の研究を総括的に整

理・分析し、課題抽出を行う

２．地域ネットワークに関する分散知を統合する手

法や方法を実践的に研究

３．地域情報化を地域課題の解決に活用すべき有

効な手段として再定義
4

研究の方法

地域情報化に関する文献調査、実証実験、

フィールド調査を行い、環境人間学の統合的

研究手法による包括的な検討・分析を行う。
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地域情報化に関する従来の研
究を総括的に整理・分析し、課
題抽出を行う研究

１
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０期

１期

２期

３期

1985年頃

1995年頃

2005年頃

1960年代
未来の情報社会
の概念定義（夢）

情報産業
の育成

電子行政
の推進

ＩＣＴによる
人と人の

つながりの活性

行政による
地域情報化

住民による
地域の情報化

草の根ＢＢＳ
パソコン通信

地域プロバイダ

阪神淡路大震災
情報ボランティア

自前主義による
地域の情報化

『情報産業論』（梅棹忠夫）
『脱工業化社会』（林雄二郎，ダニエル・ベル）
『第三の波』（アルビン・トフラー）

パソコンの登場
ニューメディア

Internetの拡大
Windowsの普及

情報社会
のトピック

ブロードバンドの普及
ネットビジネスの普及
情報機器の低廉化

日本における地域情報化の系譜
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本研究が目指す地域情報化の定義

行政による
地域情報化

住民による
地域の情報化

行政が地域全体と

共働で行う
地域の情報化
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地域ネットワークの融合と協力の深化

「共働」：社会的利益に動機づけられた協力(cooperation)
「協働」：互恵的な相互利益を確認した協力(collaboration)
「連携」：利己的利益に動機づけられた協力(connection)
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「 地域情報化に関する従来の研究を総括的
に整理・分析し、課題抽出を行う 」のまとめ

・本研究が目指す地域情報化を、「 (地域住民、NPO、企

業、組織・団体などによる)地域全体と地方自治体が、そ

れぞれの立場を越えて地域で協力し、自らの手でより暮ら

しやすい地域づくりを進められる情報基盤を共働で整える

こと」と定義。

・和﨑宏(2002)「感性のはじけるくらしづくり－地域と情報化の関わり」『感性哲学２』(桑子敏雄

編),東信堂,pp45-76 10

地域ネットワークに関する分散
知を統合する手法や方法の実
践的な研究

２
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Silicon Valley
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シリコンバレーの歴史

◆１８４９年 ゴールドラッシュ

◆１８９１年 スタンフォード大学設立

◆１９３８年 ヒューレットパッカード社誕生

◆１９５５年 ショックレーが半導体研究所を設立

◆１９７０年代 半導体の時代

◆１９８０年代 マイクロコンピュータの時代

◆１９９０年代 インターネット／ネットワークの時代

◆２０００年代 Ｗｅｂ２．０／オープンソースの時代
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シリコンバレーの劇的な
雇用機会成長率の低下
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地域経済の停滞

急速な発展の陰で発生した課題

◆賃金や生活費の高騰
◆優秀なスタッフの不足
◆公共サービスの遅れ
◆教育の不均衡
◆生活環境レベルの低下

湾岸地域からの
企業脱出

生活の質の低下
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シリコンバレー再活性化を主導した
インフォーマルなネットワーク

トム・ヘイズなど
サンノゼ商工会議所

ジム・モーガン
アプライド・マテリアル社

ベッキー・モーガン
カリフォルニア州上院議員

スーザン・ハマー
サンノゼ市長

ジョン・ヤング
ヒューレット・パッカード社

レジス・マッケンナ
経営コンサルタント

エド・マクラッケン
シリコン・グラフィックス社

ウィリアム・ミラー
スタンフォード大学

アルビン・トフラー
ジョージ・ギルダー
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「２１世紀のコミュニティの青写真」

• 革新的なビジネス環境

• 労働生産性の向上

• 知的労働力となる人材の育成

• 効率的な行政サービス

• コミュニティインフラの統合

Joint venture way

17

Joint Venture : Silicon Valley Network

JV:SVN

スマートバレー
公社

２１世紀の
労働力 シリコンバレー

技術公社

規制問題
フォーラム

税制・財政
審議会

医療問題
タスクフォース防衛・宇宙

コンソーシアム

シリコンバレー
世界貿易センター

経済開発
チーム

環境パートナー
シップ公社

ソフトウェア
産業連合

企業ネット
ワーク構想

新規事業
育成クラスタ

特定の社会基盤の充実

ビジネス経費の削減

既存産業の維持・向上

新興産業の成長支援
18

市民起業家
Civic Entrepreneur

従来の枠組みをこえ、分野をま
たがってリーダーシップを発揮
して橋渡しをする人々。
あらゆる分野から集まり、信頼に
よって結ばれ、大きなビジョンを
持ち、複雑な問題を協力して解
決する。

非難の文化を克服！
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ネットワークブリッジの役割

ソーシャルネットワークと外部の世界の間で、半透膜のような役割
を果たし、ネットワークに出入りする情報の流れを制御する。

門番
(gatekeeper)

誰が何を知っているのかという情報を、ソーシャルネットワーク外
部のグループ(組織外のグループであることが多い)に広める。

橋渡し役
(boundary-
spanner)

ソーシャルネットワーク内の新たなアイデアや人材、プロセスに関する「よい
ニュース」を宣伝し、他の者のあいだに情熱を呼び起こす。

伝道者
(evangelist)

ソーシャルネットワークの任務や運営に関する特定の専門能力を磨き、他の者
にもそういう存在であると認められている。

達人
(maven)

外向的・友好的で、ソーシャルネットワークどうしのつながりを生み出すこと
に時間と労力を費やす。

調整役
(coordinator)

つなぎ役
(connector)

出展：ドン・コーエン+ローレンス・プルサック『人と人のつながりに投資する企業』(2003)より、和崎が抜粋して作表

リアル社会のブリッジ役は短命だが、インターネットがそれを変えた！！
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プロジェクトが分散・協調・集合を繰り返しながら、
ゆるやかな人的ネットワークを拡大・深化させた

播磨地域における地域情報化の系譜

1996-2001
スマートバレージャパン

1987-1992
姫路タウンネット

1997-2002
はりまインターネット

2006-
地域SNS「ひょこむ」

2008-
地域情報プラットホーム

2000-2002
地域情報化Matrix

2001-2003
たつの情報化Matrix

2003-
たつのｅ-スクール

1998-2001
コンセンサス会議

2000-2002
地域コンセンサス会議

2002-
千姫プロジェクト

2002-
デジタルSOHO協同組合

1999-
はりまスマートスクール
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日本型ネットデイによる地域のつながり効果の可視化

実施校ヒアリング

小さな動きを(関係性を増幅しながら)次第に大きく

活動を活性化する３つ(自発・参加・協働)のデザイン

信頼と互酬性を育む情報共有(ICTの活用) 

潜在した地域のつながりの覚醒

兵庫県相生市立双葉小学校
和崎(2005-2006)が撮影

第１回実行委員会 05.12.14

第４回実行委員会 05.12.25

ネットデイ当日 06.02.05
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地域情報化の先行事例の共通要素

・ゆるやかな連携を促す地域リーダーの存在

・官民協働による情報化プロジェクトが推進

・インフォーマルな人的ネットワークが醸成

・コミュニティ規模において潜在する地域力を覚醒

事例研究：
千葉県館山市(南房総IT推進協議会)
東京都三鷹市(シニアＳＯＨＯ普及サロン・三鷹)
群馬県桐生市(桐生地域情報ネットワーク)
米国シリコンバレー地域(ジョイントベンチャー・シリコンバレーネットワーク)
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社会的信頼

互酬性の規範 ネットワーク

ソーシャル・キャピタルの要素と相互関係

相互強化的関係

ソーシャル・キャピタルとは、人々の協調行動を活発にすることによって社会
の効率性を高めることのできる、「信頼」「規範」「ネットワーク」といった社会
組織の特徴

Robert D. PUTNAM, 1993," Making Democracy Work " 24

日本型地域ネットワーク的思考とＷｅｂ２．０

ネスティング構造、プロジェクト指向、信頼性、集合知の利用、分散ネットワークなどにおいて、
両者は類似した性格を持っている

その他

性別・年齢・障害・病気などによる区別がなく、
ユニバーサルなコミュニケーション環境が作ら
れる

出資や寄与の多寡と関わりなく全員が平
等の権利を有する

平等性

ブリッジ役を担う人材によって、ユーザーの意
志でサイト内外の空間を融合的交流の場とし
て活用できる

空間的広がりを持つ中小の共同体メン
バーや同業者が自発的にユニットを形成
する。身分の越境もある(無礼講)

越境性

多様なアプリレーションとの連携を行ったり、
オープンソース化の推奨により、多くの開発者
がマッシュアップを行うことを推奨する

同じ形態のまま持続させることのみを追求
せず、結成したり解消したりを柔軟に繰り
返す。

柔軟性

主催者による定期的な行事だけでなく、コミュ
ニティやブログから派生する突発的イベントで
の交流により、随時関係性が更新される

プロジェクトの節目や定期的に寄り合いを
開いて意志決定を行う。決められた日に寄
り合って宗教的行事を行い、飲食を共にす
る(共食)。

定日制

(関係性の
更新)

公開制限によって、コンテンツは発信者の意
図により制御出来る

年齢層・地縁・職縁・経済など多様なネット
ワーク形態を持ち、それぞれがほどよく閉
じた状態で運営される

閉鎖性

自発的な参加が基本であり、サイト内のほとん
どの機能が誰にも公開されていて自由に利用
出来る

設立・運営・加入・脱退は個人の意志に任
される

自発性

Web2.0・SNS結縁ネットワーク・講(結)
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地域に順応するバーチャルネットワークの考察

・より開放的に
・より高速に
・より広域に
・より大量に
・より正確に
・より効率的に
・より効果的に

・ほどよい閉鎖性を保つ
・ゆっくり余裕を
・狭域のメリットを活かす
・付加情報に意味がある
・たわいもない交流も大切
・無駄にも意味がある
・現実社会を補完する役割

いつでも
どこでも
だれでも

いまだけ
ここだけ
あなただけ

バランス感覚

26

情報プラットホームとソーシャル・キャピタル環境

ネットワークの物理基盤

主体間の相互作用を支える
コミュニケーション基盤

主体

主体 主体

主体メッセージ

情報プラット
ホーム基盤

ソーシャル・
キャピタル環境

創発 協働

伝達

共鳴

國領二郎(2006)の「情報プラットホーム概念図」に、和崎(2009)がソーシャルキャピタル環境を加筆して作成

閉鎖性

自発性

柔軟性

信頼性

越境性

集合知
の利用

平等性定日性

プロジェ
クト指向

集合知
の利用

主体主体

地域ネットワークの分散知を統合する「場」
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広域SNSと地域SNSの対比

薄い比較的低い現実社会との関係

なしなし利用者の実在性確認

低い比較的低いサイトの信頼性

低くない比較的高い利用者間の信頼

低い比較的低いサイト全体の互酬性の認知

比較的低い比較的高い利用者の互酬性の認知

なしなしコンテンツの公開制御

なしなし他のＳＮＳ間との連携

比較的多い(10以上)比較的少ない利用者間のつながりの数

弱い(バーチャル性が高い)比較的強い利用者間のつながりの強さ

なし

低い

若い(20代が中心)
広い(全国)

多い(数十万以上)
広域ＳＮＳ(mixiなど)

なしグループ活動支援機能

高くないサイトの安心感・安全性

比較的高い(30-40代)利用者の中心年齢

狭い(都道府県まで)主たるエリア

少ない(数万以下)利用者数

自由登録制の地域ＳＮＳ

→比較的多い

→強い

→強い

→高い

→高い

→高い

→高い

→高い

→実在確認、実名招待制

→個別コンテンツにおける制御

→グループウェア機能の充実

→実装

和崎(2010)が参与観察をもとに作表 28

社会実験装置OpenSNPの開発

Open-Gorotto OpenPNE OpenSNP

住民参画ツール
としての可能性

SNSの一般化
全国規模の拡大

情報基盤SNS
連携・創発の展開

2004   2005                  2006

地域ネットワークに関す
る多様な知見を導入

新しいＳＮＳエンジン
ＯｐｅｎＳＮＰの開発へ

29

地域ＳＮＳの伸長比較－「踊り場」現象の考察

・条件未設定の会員検索による合計数

サイトが大規模化したり、開
設から一定期間(1～2年間)
を過ぎると、会員数の伸長
は緩やかになる傾向がある

一気に拡大したサイトは、停
滞するのも早い
会員伸長は小さくても、にぎ
わいを実感しているサイトは
少なくない

和崎が調査(2006.8-2008.9)した46サイトから抜粋して作表
30

地域ＳＮＳの「踊り場現象」

■会員数が伸びない

■会員層が限定

→盛り上がらない

■リアル社会とつなぐ仕掛け

が必要

■運営ノウハウに欠ける

■人材の発掘・育成が困難
総務省「地域ＳＮＳ動向調査」(2008.02)より

和崎が調査(2006.8-2008.9)した46サイトから抜粋して作表

踊り場
の発生

「踊り場」を起こさない
持続可能なＳＮＳサイト
の開発・運営の一般化
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ひょこむ（兵庫県エリアの地域ＳＮＳ）ひょこむ（兵庫県エリアの地域ＳＮＳ） http://hyocom.jp/

○国際ため池シンポジウム、○地域ＳＮＳ全国フォーラム、
○1.17防災情報訓練、○姫路おでん、○姫路城の清掃活動

ひょこむのひょこむの特徴特徴

リアルな地域活動につながった事例

充実したコミュニケーション機能

信頼できるネットワークづくり

実名登録制、完全紹介制、後見制
コンテンツのアクセスコントロール

電子地図、カレンダー、動画登録、地域通貨機能、地域ＳＮＳ間
連携、地域モール、インターネットＴＶ、カーナビ・地デジＴＶ連携

(人）

牧慎太郎・兵庫県企画県民部長と共同で作成(2007)
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(万)会員の推移
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主要な地域ＳＮＳの統計比較

821,736195,689106,61125,889495,676ブログコメント数

5,514/3,9211,000/7361,990/1,3301,470/1,1733,462/1,526男性/女性

仮名・
自由登録

実名・
自由登録

実名・招待
実名・招待
・後見

実名・招待
・後見

登録方法

OpenPNEOpen-
gorottoOpenPNEOpenSNPOpenSNPSNSエンジン

15,120
23,913

9,413
623

715

2,643
09/06/15

ハマっち！
(横浜市)

104,74531,74927,96584,502ブログ数（日記数）

102,11635,72618,27768,011トピック返信数

6,2945,2452,28423,321コミュニティトピック数

4143191,318885コミュニティ数

1,2525875831,650アクティブユーザ数
(1ヶ月)

9,4351,7363,1044,988登録ユーザ数

09/03/3109/03/3109/05/2909/05/28調査日

ひびの
(佐賀県)

お茶っ人
(宇治市)

あみっぴい
(千葉市)

ひょこむ
(兵庫県)

和崎(2009)が、各サイトの情報システム管理者にヒアリングを行い調査

33

アクティブユーザーあたりの統計比較

656.34333.37182.8736.21300.41ブログコメント数

仮名・
自由登録

実名・
自由登録

実名・招待
実名・招待
・後見

実名・招待
・後見

登録方法

21.15

33.44
13.17

0. 87

3.70

715

ハマっち！
(横浜市)

83.6654.0947.9751.21ブログ数（日記数）

81.5660.8631.3541.22トピック返信数

5.038.943.9214.13コミュニティトピック数

0.330.542.260.54コミュニティ数

7.542.965.323.02登録ユーザ数

1,2525875831,650アクティブ率(1ヶ月)

ひびの
(佐賀県)

お茶っ人
(宇治市)

あみっぴい
(千葉市)

ひょこむ
(兵庫県)

和崎(2009)が、各サイトの情報システム管理者にヒアリングを行い調査 34

「地域ネットワークに関する分散知を統合
する手法や方法の実践的な研究」のまとめ

・住民による地域の情報化に、人的ネットワークに関する共通の特徴
的要素を発見。

・地域ＳＮＳを地域ネットワークに関する分散知を統合するツールとし
て、組み込む設計手法や運用方法についての妥当性と仮説の検討。

・潜在化している人的関係性を可視化させる手法を提示。

・地域SNSのエンジン「OpenSNP」の設計、実証実験の実施。

・和﨑宏(2006)「地域の人をつなぐツール」『地域をはぐくむネットワーク』(岡田真美子編),昭和
堂,pp173-190
・和﨑宏(2007)「地域SNSの開設と運営」『地域SNS－ソーシャル・ネットワーキング・サービス－
最前線Web2.0時代のまちおこし実践ガイド』(庄司昌彦編),株式会社アスキー,pp142-
179,pp.223-237

35

地域情報化を地域課題の解決に
活用すべき有効な手段として再定
義することに関する研究

３

36

地域ＳＮＳによる社会的効果の評価指標

●新たな関係がサイトの中で成立し、成長し

ているか？

●従来の関係がサイトの中で、成長している

か？

●発信・共鳴・伝達が創発的な協働を誘発

しているか？
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37

ユーザ関係性動向調査

・サンプル数（回答数）：回答者数394人/リンク数4,263件

38

人的関係と接触頻度の変化

すべてのレベル
で、相手との関
係が向上してい
る

「頻繁」を除い
て、相手との接
触頻度が高く
なっている

39

地域ＳＮＳ利用による人的関係の向上

接触頻度が多
かった相手ほど、
さらによく会うよ
うになっている

すべてのレベル
において３割程
度は関係が向
上。悪化はほと
んどみられない

40

インターネットにおける「互酬性」に関する調査

・サンプル数：
計画サンプル1320、
有効回答数は1002。

小林哲郎(編著),池田
健一(著),2003,｢イン
ターネット利用と社会
関係資本｣,『日本社会
心理学会第44回大会
論文集』,日本社会心
理学会,pp.146-147

41

ひょこむにおける「互酬性」アンケート調査

サンプル数（回答数）

一般的互酬性(442人)

互酬性の規範(354人)

和崎宏,2009,「地域
SNS利用者の一般
的互酬性アンケート
調査」

42

ほどよい閉鎖性が確保された「ひょこむ」では互酬性の規
範が醸成され、「場」の信頼性が向上している。

・和﨑宏(2008)「日本型地域ネットワークを活用した持続可能な地域SNSの設計と運用」『日本感性工学会論文誌 Vol.8 
No.3』,日本感性工学会,585頁～594頁
・和﨑宏(2008)「オンラインでの匿名性と倫理観」『コンピュータ&エデュケーション』(吉田等明編)東京電機大学出版
局,pp.20-25

一般的互酬性に関する意識比較
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43

コウノトリバーチャル博物館

地域ＳＮＳで創発した官民協働による地域ＳＮＳで創発した官民協働によるさまざまな活動さまざまな活動

兵庫100山選定プロジェクト

６

防災・防犯コミュニティ

ホッと宝塚・ 六甲全山縦走
大会を盛り上げよう ！

地方の元気再生（都市・農山村交流）

44

地域力（エンパワーメント）の連携

ひょこむ
4,745

地域ＳＮＳ間連携

携帯・ＰＣ動画

インターネットＴＶ

電子地域モール 地域通貨ポイント

日本型地域ネットワーク

ほどよく閉じたネットワーク

地デジＴＶ・カーナビ連携

いたまち
(伊丹市)

964

さよっち
(佐用町)

411

まつえ
(松江市)

527

e-とちぎ
(栃木県)

377

ハマっち！
(横浜市)

2182

モリオネット
(盛岡市)

731

あつcom
(熊谷市)

538

ＳＮＳ桐生
(桐生市)

41

わんだぁ
(館山市)

740

かちねっと
(葛飾区)

616

さんでい
(三田市)

341

元気村
(東峰村)

141
おのみっち

(尾道市)
223 うべっちゃ

(宇部市)
229

しそう
(宍粟市)

212

生涯現役
(世田谷区)宮崎

つながり

たすく
(特別支援教育)

NPOlink

イーハトーブ
ミニマム

(岩手大学)

関学教師の会
(関西学院大)

おらほ
(上田市)

694

ヒルサイド
(横浜開港)

E=mc２
エンパワーメント＝個々の能力×つながりの２乗

Ｆレックス
(福井県)

09.02

山形大
大阪市立大

新見あんしん
(新見市)

09.02

鶴ヶ島市
(埼玉県)

09.02

メンバー数は、2009年1月24日現在

45

情報化による地域社会の構造的変化の誘発

ネットワーク化 コミュニティ化 プラットホーム化

関係の可視化
常時接続感

信頼・規範・愛着
公共心の醸成

外部化・自己組織化
協働の創発

情報技術

運用技術

活用技術

地域（住民）をつないだだけでは、自発や自律は起こりにくい。

相互の関係を向上させることで、連携や協働が深化する。

ネットワークをゆるやかに連携し、プラットホームを進化させる。

情報化ツールの活用

コミュニティ化

プラットホーム化 「ボンディング」ではなく

「ブリッジング」

接続効果の私有化［潜在化］

関係効果の共有化［蛸壺化］

関係資本の総有化［創発化］

46

地域ＳＮＳの成長モデルと住民参加
コアモデル スモールモデル コミュニティモデル ソーシャルモデル

地域で信頼されているキーパー
ソン達による相互認知の拡大・
共通理解の増進・共有ビジョン
の確認
→協働と変革意欲の醸成
→情熱ある仲間の巻き込み
→ビジョンとミッションの確認

１０人 １００人 １０００人 １００００人

サイト内の「にぎわい」の演出
個人間の「つながりの感動」
ブリッジの覚醒・紐帯の可視化
→他人事から自分事へ転換
→身近な友人の巻き込み
→急速な関係の向上
→相互扶助感の醸成

Joint Venture Way Netday project model 

３～６ヶ月前 ＳＮＳ設置 ３～６ヶ月目まで １年～３年目 ３～５年目以降

自律的運営(規範)と外部化萌芽
創発プロジェクトの創出・発展
リアルとバーチャルの融合促進
→トモダチの「友達」化
→自己組織化の芽生え
→紐帯活性、協働価値の創造
→課題の社会化と解決の実践

・携帯対応
・外部公開機能と公開制御
・コミュニティマップの活用
・イベントカレンダーの共有

・グループウェア機能
・地域通貨ポイント
・ムービー対応
・地域ＳＮＳ間連携

・地域モール機能
・既存メディアとの連携
・ポータルサイト連携
・Ｉ／Ｆデバイスの多様化

・プロジェクトマネージメント機能
・地域モール間連携
・他メディアとの融合
・情報プラットホーム化

「場」への帰属意識の醸成
「情報の地産地消」の促進
連携による自己組織化の活性

→エンパワーメントの向上
→地域環境(元気・豊かさ・愛着)
の向上
→地域経済の再活性化

住民参加のはしご（シェリー・アーンスタイン1969）

1 操り参加（趣旨や役割の不明確な参加）
2 セラピー（お飾り住民参加）
3 お知らせ（形式的住民参加）

4 意見聴衆（役割の内容を認識した上での参加）
5 懐柔（行政主導で住民の意思決定のある参加）

6 パートナーシップ（住民と行政との協働、決定権の共有）

7 委任されたパワー（住民主体の活動）
8 住民によるコントロール
（住民主体の活動に行政を巻き込む）

47

「地域情報化を地域課題の解決に活用
すべき有効な手段として再定義」に関す
るまとめ

・人的関係性に及ぼす影響について分析・検証。

・潜在化した人的ネットワークを可視化・顕在化させ、信頼
と互酬性の規範を醸成することを検証。

・リアル社会における自発的な協働作業の創発を促すこと
を検証。

・地域ネットワークの活性化と地域の安全性・安心感の向
上に有効であることを検証。

48

本研究で得られた主な知見

・地域情報化の新たな主体と目的を提示し、妥当性を検証

・地域ネットワークに関する分散知を、設計・運用に埋め込む

有効性を検証

・人的ネットワークを可視化し、信頼と互酬性が相互補完す

る環境を醸成

・地域SNSが従来の地域情報化の枠を越えた展開を実現

・地域力を向上させ、地域の諸問題解決に効果を与える

可能性を提示
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49

地域SNSの将来(政策提言)

・地域情報化を推進する産学官民によるイニシアチブを

構築する

・地域SNS運営における官民共働を推進する

・ネットワークの信頼と互酬性を醸成する適切な閉鎖性を

維持・活用する

・プログラムのカスタマイズの留意

・成長にあわせた運営方針の設定

・他地域のSNSサイトとの連携の促進の必要性
50
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